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第３回 ECT 検討会 議事録 

 

１．開催日時：平成１８年３月６日（月）１０：００～１２：００ 

２．開催場所：関西電力本店 ６０２会議室 

３．参 加 者 （順不同，敬称略） 

■ 委 員：小林（原電）、平野（関西電力），笹田（北海道電力）、浅田（三菱重工），

原田（原子力エンジニアリング）                   （計 5 名）            

■  委員代理者：川原（大久保：九州電力），大石（佐藤：発電設備技術検査協会） 

                 （計 2 名） 

■  欠 席 者：秋山（四国電力）                     （計 1 名） 

■ 常時参加者：瀬良（関西電力）、泉田（原子力エンジニアリング）、徳久（三菱重工） 

（計 3 名） 

 

４．配付資料 

資料 No.3-1  ECT 検討会 委員名簿 

資料 No.3-2   第 2回 ECT 議事録（案) 

資料 No.3-3-1 第 10 回構造分科会議事録 

資料 No.3-3-2 第 11 回構造分科会議事録 

資料 No.3-3-3 第 12 回構造分科会議事録（案） 

資料 No.3-4-1 原子力規格委員会 平成 18 年度活動計画の立案について 

資料 No.3-4-2 原子力規格委員会 構造分科会 平成 18 年度活動計画（案） 

 

参考資料-1   原子力規格委員会 規約 

参考資料-2    原子力規格委員会 運営規約 細則 改定案 

参考資料-3    原子力規格委員会 規格策定基本方針 

参考資料-4   原子力規格委員会 組織及び規程・指針類一覧 

参考資料-5  第 15 回基本方針策定タスク議事録（案） 

 

５．議事 

（１）会議定足数の確認について 

委員総数 8 名に対して本日の出席委員数は，代理委員も含めて 7 名で検討会決議に

必要な委員総数の 2／3 以上の出席が確認された。 

 

（２）主査、副主査選任等 

互選により、原電・小林副主査の主査就任が承認された。また、副主査として関電・

平野委員の就任が承認された。 
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（３）常時参加者の承認 

関電・瀬良、三菱重工・徳久、原子力エンジニアリング・泉田の常時参加が本検討

会で承認された。 

 

（４）前回検討会議事録（案）の承認、分科会議事録（案）の紹介 

瀬良常時参加者より、紹介があり、コメント無く承認された。 

 

（５）ECT 検討会 H18 年度活動計画の検討 

資料 No.3-4-2 に基づき，H18 年度活動計画について議論した。 

活動内容は以下のとおり。本内容に基づき、資料 No.3-4-2 を修正し、構造分科会へ付

議する。 

・米国等の評価員の認証等は「状況を確認するため調査を実施する」こととする 

・JEAG4208-2005 のエンドースについては、維持規格のエンドース状況もウォッチし

ながら別途役所と調整する。維持規格分科会に維持規格からの呼び込みについても

確認する。（なお、エンドースの件は H18 年度活動計画には記載しない） 

 

（６）米国の評価員の認証の調査報告 

浅田委員より、米国 EPRI”PWR Steam Generator Examination Guidelines rev6 

App.G”の概要紹介がなされ、今後の調査の方向性について議論した。 

結果、QDA については導入是非に係る議論に備え、海外の状況を調査することとした。

また、海外調査を進めるとともに、国内では同内容が規格としては規定されていない

ので、評価員の認証に係る管理について各社の現状を整理することになった。（なお、

本日の報告内容より、国内でも十分な管理がなされているとの認識） 

 

６．その他 

（１）EPRI”PWR･Steam Generator Examination Guidelines“について、公開ベースで検

討していく際の権利関係等を EPRI（国内窓口は SGMP の契約窓口である電中研）に確

認することとなった。 

（２）次回の検討会は，6/8PM の予定。 

 

以 上 

 

 


